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第
十
三
回

文
化
祭
報
告
書

　
　
　
幽
、
綜
合
文
化
祭
を

　
　
　
　
回
り
て

　
　
　
十
一
月
二
十
三
日
の
「
勤
労
感

　
　
　
謝
の
日
」
に
寺
迫
公
民
館
の
文

　
　
　
化
祭
に
始
ま
り
、
十
二
月
五
日

　
　
　
の
丁
台
公
民
館
の
文
化
祭
で
村

　
　
　
内
十
一
の
分
館
文
化
祭
が
全
館

　
　
　
終
っ
た
が
、
分
館
文
化
祭
も
年

報
一
年
と
充
実
の
蓋
を
た
ど
つ

　
　
　
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
う
れ
し

　
　
　
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
坪
刈
、
坪
掘
、
堆
肥
審
査
、
家

　
　
庭
菜
園
審
査
な
ど
は
一
、
二
の

．
村
分
館
を
除
い
て
は
数
年
前
よ
り

　
　
，
実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
特

　
　
　
に
目
だ
つ
た
の
は
各
分
館
と
も

　
　
畜
産
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
で

　
　
あ
る
。

　
　
寺
号
公
民
館
が
植
林
の
下
刈
の

郷　　
審
査
を
行
っ
た
こ
と
と
、
田
野

　
　
　
　
　
　
　

　
　
公
民
館
が
水
稲
坪
刈
の
結
果
を

　
　
収
量
高
に
よ
っ
て
一
級
、
二
級

　
　
三
級
と
級
制
を
と
っ
て
そ
の
多

　
　
収
穫
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
な

東　　
ど
は
今
年
新
し
い
試
み
と
し
て

（第110号）（1）

将
来
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る

も
の
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

二
瀬
の
文
化
祭
に
　
「
あ
す
な

ろ
会
」
が
ミ
カ
ン
と
サ
ト
イ
モ

の
研
究
結
果
の
図
表
を
掲
示
し

て
い
た
が
、
こ
う
し
た
研
究
結

果
の
図
表
や
、
坪
刈
、
坪
掘
、

堆
肥
な
ど
の
結
果
の
成
績
表
な

ど
は
全
館
と
も
是
非
掲
示
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

一
人
で
十
数
点
も
出
品
し
て
鵠

回
し
て
く
れ
る
家
も
あ
れ
ば
未

だ
一
点
も
出
品
し
な
い
家
も
あ

る
よ
う
だ
。
全
家
少
く
と
も
何

か
一
点
は
出
珍
し
て
協
力
す
る

と
い
う
考
へ
方
に
立
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ

味
噌
や
醤
油
な
ど
同
一
の
も
の

を
主
人
と
妻
、
或
は
親
と
手
の

名
前
で
別
々
に
出
品
さ
れ
る
の

は
一
寸
お
か
し
い
事
で
、
将
来

は
改
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

展
示
会
場
の
施
設
な
ど
に
色
々

差
違
が
あ
る
の
で
一
概
に
評
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
毎
年

展
示
方
法
の
あ
か
ぬ
け
し
て
い中央文化祭畜産展風景

「

て
み
る
か
ら
に
美
し
い
の
は
仲

深
公
民
館
で
あ
る
。

部
落
の
人
々
の
文
化
祭
に
対
す

る
関
心
は
近
来
非
常
に
高
く
な

っ
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
事

で
あ
る
し
か
し
未
だ
に
人
ご
と

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
向
も
皆

無
で
は
な
い
。
部
落
を
挙
げ
て

の
文
化
祭
で
あ
る
と
い
う
意
識

に
燃
え
て
い
る
の
は
、
迫
野
内

や
深
追
が
そ
の
最
た
る
も
の
で

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

家
庭
菜
園
の
審
査
は
主
と
し
て

婦
人
会
に
ま
か
せ
て
い
る
が
、

た
い
も
の
で
あ
る
。

十
二
月
三
日
、
四
日
の
柑
総
合

文
化
祭
に
、
本
年
は
新
し
く
村

民
体
育
大
会
を
加
え
た
が
一
応

は
成
功
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

然
し
幾
多
改
善
す
べ
き
点
も
あ

る
の
で
、
本
年
の
姿
を
深
く
検

討
し
て
、
よ
り
よ
き
体
育
会
を

来
年
は
生
み
出
し
た
い
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

分
館
の
文
化
祭
か
ち
総
合
文
化

祭
を
通
じ
て
学
校
当
局
が
校
舎

や
校
庭
を
文
化
祭
行
事
の
た
め

に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
、
学
童
、
学
童
作
品
を
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
樹

民
の
体
育
行
事
の
指
導
に
当
っ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
全
く

こ
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
そ
の

審
査
の
基
準
に
つ
い
て
一
考
を

要
す
る
点
が
あ
る
よ
う
だ
。

し
か
し
数
年
前
に
比
し
て
栄
養

価
の
高
い
野
菜
が
ど
こ
の
菜
園

に
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
や
は
り
家
庭
菜
園
審
査

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

今
後
の
逃
隠
と
し
て
は
生
で
食

す
る
葉
菜
類
は
堆
肥
と
化
学
肥

料
で
栽
培
す
る
清
浄
野
菜
と
ル

申央文化祭林産品展風景

．
感
謝
の
外
は
な
く
、
か
く
学
校

を
は
じ
め
と
し
て
警
察
、
郵
便

局
、
農
協
な
ど
村
内
あ
ら
ゆ
る

機
関
、
全
村
民
の
協
力
、
援
助

に
よ
っ
て
、
こ
の
最
大
最
高
最

美
の
村
の
一
大
行
事
で
あ
る
文

化
祭
が
有
意
義
の
裡
に
建
つ
沈

こ
と
は
感
謝
に
堪
え
な
い
。

静
か
に
本
年
の
文
化
祭
に
つ
い

鑛
難
篠
鑓
擁
騎

る
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
る
。

二
目
響
査
鳳
告

今
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
各
部

落
分
館
文
化
祭
の
綜
合
審
査
の

結
果
を
御
報
告
申
上
げ
ま
す
。
－

審
査
に
当
り
ま
し
て
は
個
々
別

々
に
場
所
と
忌
日
が
変
り
ま
す

し
、
状
態
に
も
違
い
が
あ
り
ま

す
の
で
、
其
の
審
査
比
較
に
困

難
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次

の
様
な
項
目
に
よ
っ
て
審
査
を

行
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
出
．
品
物
の
種
類
と
点
数
が

　
戸
数
に
比
し
て
の
多
少
優
劣

二
、
出
品
物
の
陳
列
方
法
や
調

　
査
、
審
査
図
表
の
現
れ
方

三
内
農
家
経
営
の
重
点
事
業
が

　
出
品
物
に
現
れ
て
い
る
か

四
、
公
爵
館
活
動
の
状
態

五
、
部
落
民
匿
穴
団
体
の
協
力

　
度
合

　
　
　
　
　
　
コ

以
上
の
様
な
項
目
を
申
心
に
し

て
審
査
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
が
今
年
は
部
落
の
都
合
に
よ

、
つ
て
期
日
が
延
期
さ
れ
審
査
の

出
来
な
か
っ
た
分
館
の
あ
っ
た

こ
と
と
、
分
館
に
よ
っ
て
行
事

の
一
部
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
分
館
の
あ
っ
た
こ
と
は

遺
憾
に
堪
へ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
各
分
館
を
通
じ

て
非
常
に
向
上
し
出
品
や
活
動

状
態
、
部
落
民
の
協
力
状
態
が

良
く
揃
っ
て
来
た
こ
と
、
特
に

各
分
館
に
体
育
行
事
が
取
入
れ

ら
れ
、
畜
産
の
意
慾
が
高
ま
り

和
牛
、
豚
等
の
品
評
会
が
全
館

に
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
こ
と

は
東
郷
村
文
化
の
向
上
と
、
新

し
い
畜
産
主
軸
営
農
の
き
ざ
し

と
し
て
喜
び
に
堪
へ
な
い
所
で

あ
り
ま
す
。

力
強
い
公
民
館
の
歩
み
と
伸
展

に
此
の
上
な
い
感
謝
と
敬
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
た
だ

慾
を
申
上
げ
ま
す
な
ら
ば
各
種

品
評
会
や
、
競
作
会
の
開
催
、

各
種
翻
査
等
を
実
施
し
て
戴
き

公
民
館
活
動
の
跡
を
は
っ
き
り

会
場
に
表
わ
し
て
戴
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

又
品
評
会
に
は
優
良
な
作
品
が

揃
う
様
に
な
っ
た
の
で
あ
り
す

が
、
今
後
特
に
換
金
的
事
業
・

例
へ
ば
椎
茸
、
木
炭
、
畜
産
物

其
の
他
改
良
技
術
を
必
要
と
す

る
重
要
産
業
品
の
出
品
を
御
期

待
申
上
げ
ま
す
。

以
上
厳
正
に
審
査
討
議
の
上
十
．
．

一
分
館
の
中
か
ち
優
秀
賞
二
分
」

館
、
、
進
歩
賞
三
分
館
を
選
抜
推

せ
ん
申
上
げ
ま
し
た
。

以
上
を
以
て
綜
合
審
査
の
報
告

と
い
た
し
ま
す
。
，

三
、
文
化
祭
表
彰
較

量
十
三
回
文
化
祭
の
際
文
化
祭

会
長
或
は
村
教
育
委
員
会
か
ら
．

次
の
通
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
文
化
祭
．

　
優
秀
賞

　
　
仲
深
公
民
館
　
迫
野
内
公

　
　
民
館

　
進
歩
賞

　
　
坪
谷
公
民
館
　
田
野
公
民

　
　
食
客
坂
公
民
館

二
、
教
育
功
労
者

．
奈
須
　
武
行
（
東
郷
中
）

　
明
比
　
芳
松
（
越
表
小
）

　
松
原
コ
ズ
エ
（
東
郷
小
）

三
、
善
行
学
童

　
糸
平
　
魚
影
（
東
郷
中
）

　
稲
田
　
　
聰
（
東
郷
中
）

　
県
内
各
町
村
．
ノ
職
員
の
研
修
」

及
び
福
利
厚
懇
と
し
て
、

自
治
会
を
建
設
し
、
こ
れ
が
維

持
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を

共
同
で
処
理
す
る
た
め
規
約
を

定
め
組
合
を
設
立
す
る
議
案
で

審
議
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決

し
た
。

○
議
案
第
四
十
九
号
東
郷
村

．
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
本
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
は
、
本
年
十
一
月

二
十
九
日
を
も
つ
て
任
期
が
満

了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任
委
員

に
つ
い
て
選
挙
の
結
果
次
の
者

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
決
定
し
た
。

”
畠
璽
置
昌
富
＝
呂
幽
一
＝
噂
＝
一
一
星
一
一
・
・
嬬
零
・
鴫
＝
呂
一
一
層
＝
一
顧
一
＝
一
一
3
一
3
一
●
3
●
一
■
O
謬
3
一
雪
2
璽
呂
＝
璽
■
●
8

…
議
会
報
告
…

吋
一
一
一
昌
哺
一
一
＝
一
一
一
罵
噌
一
冒
一
一
3
■
一
3
一
一
帰
一
一
一
；
一
騒
一
一
一
一
囎
一
3
一
一
一
帥
一
「
一
層
一
一
一
一
一
彌
一
「
一
一
一
一
，
一
剛
一
脅
一
藺
一
2
一
一
一
一
藍

本
村
議
会
臨
時
会
は
十
一
月
八

日
午
前
十
時
、
村
議
会
議
場
に

招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間
で
次

の
事
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
這
り
可
決
確

定
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
四
十
六
号
昭
和
三

十
五
年
度
東
郷
村
歳
入
歳
出
予

算
の
追
加
更
正
に
つ
い
て
．

　
十
一
月
二
十
日
執
行
の
衆
議

院
議
員
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
投
票
に
伴
う

経
費
が
主
な
も
の
で
、
そ
の
外

拠
出
制
年
金
の
実
施
に
よ
る
諸

経
費
等
三
十
六
万
四
千
九
十
円

を
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

な
お
今
回
の
追
加
議
決
に
伴
い

予
算
総
額
は
七
千
七
百
二
十
五

万
八
千
九
百
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
七
号
昭
和
三

十
五
年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

険
事
業
費
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
追
加
更
正
に
つ
い
て

　
前
年
度
繰
越
金
五
万
九
千
九

百
円
と
農
協
預
金
中
の
準
備
金

利
子
五
千
六
百
円
合
計
額
六
万

五
千
五
百
円
の
才
器
金
額
を
、

財
産
積
立
金
と
し
て
主
調
に
計

上
し
た
も
の
で
原
案
の
通
り
可

決
し
た
。

な
お
今
回
の
追
加
議
決
に
伴
い

予
算
総
額
は
、
九
百
八
万
一
千

九
百
去
十
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
八
号
宮
崎
県

自
治
会
館
管
理
組
合
の
設
立
に

つ
い
て

委
　
　
員
．

　
　
　
　
口
辺

　
　
　
　
中
野

　
　
　
　
小
山

　
　
　
　
直
野

補
充
員

　
　
　
　
・
吉
野

　
　
　
　
　
一
山

－
　
　
　
畝
原

　
　
　
　
，
児
玉

○
認
第
一
号

東口義義
一夫男春

マ
ス
エ

国
雄菖

伊
八

　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
四
年

度
東
郷
材
歳
入
歳
出
決
算
（
一

般
会
計
）
の
認
定
に
つ
い
て

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
国
入
総

額
七
手
・
六
百
六
十
」
万
六
手
・
円
、

才
出
総
額
六
千
四
百
九
十
一
万

七
千
円
、
翌
年
度
繰
越
金
一
千

百
六
十
八
万
九
干
円
を
原
案
の

通
り
認
定
し
た
。

○
認
第
二
号
昭
和
三
十
四
年

度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
叢
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
才
入
総

額
一
千
百
三
十
四
万
六
千
九
百

七
十
三
円
、
才
出
総
額
八
百
七

十
七
万
二
千
百
七
十
五
円
、
翌

年
度
繰
越
額
二
百
五
十
七
万
四

千
七
百
九
十
八
円
を
原
案
の
通

り
認
定
し
た
。

○
認
第
三
号
昭
和
三
十
四
年

度
東
郷
村
国
民
健
康
保
険
診
療

施
設
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

本
件
に
づ
い
て
は
、
歳
入
総
額

七
百
九
十
占
万
四
千
二
百
九
十

八
円
、
．
歳
出
総
額
七
百
二
十
五

万
四
千
三
百
二
十
一
円
、
翌
年

度
繰
越
額
七
十
一
万
九
千
九
百

七
十
七
円
を
原
案
の
通
り
認
定

し
た
。

○
請
願
陳
情
の
審
議

　
1
東
郷
村
商
工
会
を
設
立
し

　
た
い
の
で
、
十
万
円
村
費
助

　
成
を
願
い
た
い
。

　
東
郷
村
商
工
会
設
立
発
起
人

　
寺
原
土
盛
》
の
請
願
で
、
審

　
議
　
　
　
　
・
．
す
る
こ
と
に

’
　
　
も

㌔
　盈

　楚

　是

　婁

　と

　生

二
、
年
末
年
始
の
虚
礼
（
贈
答
品
）
は
や

　
め
ま
し
よ
う
。

三
、
年
末
年
始
の
宴
会
は
自
粛
し
ま
し
よ

　
う
。

四
、
家
族
本
位
の
正
月
と
い
た
し
ま
し
よ

　
う
。

決
定
し
た
。

2
澱
粉
工
場
施
股
の
一
部
で

あ
る
無
孔
壁
遠
心
分
離
機
の

設
置
に
対
し
村
費
助
成
を
願

、
　
，
ヒ
、
0

ら
ナ
も

寺
門
農
業
協
同
組
合
長
か
ら

の
陳
情
で
．
審
議
の
結
果
不

採
択
と
決
定
し
た
。
な
お
本

件
は
昭
和
三
十
三
年
度
に
お

い
て
、
二
十
万
補
助
済
で
あ

る
。3

条
件
付
統
一
地
の
分
収
率

を
緩
和
願
い
た
い
。

田
野
区
長
か
ら
の
陳
情
で
審

議
の
結
果
、
山
林
部
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
た
。

4
坪
谷
公
民
館
建
築
資
材
と

し
て
村
有
林
立
木
の
払
い
下

げ
を
願
い
た
い
。

坪
谷
公
民
館
建
築
委
員
長
か
，

ら
の
陳
情
で
、
審
麟
の
結
果

山
林
部
委
員
会
に
審
査
を
付

託
し
た
。

轟
。
彰

崔
昌
騨
蓬
唇
琶
＝
ヨ
≡
一
竃
一
譜
≡
≡
型
通
≡
一
≡
日
一
担
自
軍

農
協
だ
よ
り

2
一
≡
一
≡
≡
呂
≡
呂
一
§
呂
一
3
≡
一
≡
ヨ
一
呂
§
憲
閣
≡
§
一
＝
≡
≡

0
も
っ
と
も
有
利
な
自
勘
継
纏

（
複
利
）
定
期
貯
霊
が
で
き
ま

し
た
。

い
な
が
ら
に
利
息
が
…
利
息
を

生
む
高
利
廻
り
利
殖
法
で
、
し

か
も
、
満
期
日
後
の
払
出
し
も

自
由
で
す
。

三
ヵ
月
定
期
、
六
ヵ
月
定
期
、

一
年
定
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

精
々
定
期
貯
金
を
い
た
し
ま
し

よ
う
。

O
貯
蓄
増
強
「
冬
の
陣
」
の
目

標
額
は
一
千
五
百
万
円
と
い
た

し
ま
し
た
。

O
あ
な
た
の
最
愛
の
妻
の
た
め

に
愛
妻
貯
金
を
は
じ
め
ま
し

た
。愛

妻
の
た
め
に
み
の
り
の
秋
の

米
や
甘
藷
を
。

お
互
の
工
夫
努
力
に
よ
っ
て
生

れ
た
剰
余
金
を
愛
妻
名
駿
で
貯

金
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

鎧東

一田山一甲池
富

所長、中野
野、三浦

　
　
　
　
　
　
　
　
長

　　

@
輪
舞
藤
田
△
．
崎
野
野

蜘
叢
灘

瀬
懲
内
馨
騨
諏
渡

閥
　
迄

日
　
時

　
　
　
ウ

　
　
夜

｝
｝

日
日
日
日

12

Q5

R0

R1

月
月
月
月

2
2
　
2
2

　
　
　
　
　

年
年
年
年

　
　
3
5
3
5

自
至
自
至

　
　
｛

　　　協たあ財で三三今あしん勿わ噛し成税三る一位今め政る毎

lll灘霧灘灘灘1簗

懲羅1灘灘て護
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趨
鑛
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　　　　　　　育

簾智婁
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’

鯛

、

喜　・
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、

～
㌧

’

卜

．

、
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⇔

　
西
気
賀
部
露
の
集
団
開
聾
に

　
つ
い
て

ω
豊
橋
駅
か
ら
一
一
上
線
に
乗
替

浜
名
湖
を
右
に
眺
め
乍
ら
北
進

す
る
こ
と
三
二
勧
の
地
点
に
西

気
賀
駅
が
あ
る
。
こ
こ
に
下
車

し
て
西
気
賀
農
協
を
尋
ね
此
の

地
帯
の
集
団
開
墾
状
を
支
所
長

名
倉
善
太
郎
氏
に
面
会
し
謡
を

窺
う
。

西
気
賀
部
落
は
現
在
細
江
町
に

属
し
浜
名
湖
々
畔
に
散
在
す
る
．

部
落
で
あ
る
が
町
全
体
の
状
況

と
し
て
は
水
田
五
〇
七
回
畑
地

六
一
二
肋
内
茶
四
四
加
普
通
畑

二
五
五
加
果
樹
三
二
勉
其
の
他

と
な
っ
て
い
る
。
畜
産
は
乳
牛

四
八
頭
和
牛
三
六
〇
頭
豚
ゼ
八

○
頭
ニ
ワ
ト
リ
一
〇
、
五
〇
〇

羽
組
合
員
は
二
、
八
八
五
人
と

な
っ
て
い
る
。
此
の
外
山
林

四
、
六
二
五
加
を
有
す
る
八
ケ

町
村
の
合
併
町
で
あ
る
。

我
々
視
察
団
は
時
間
の
都
合
上

先
づ
西
気
賀
部
落
の
プ
ル
ト
ー

ザ
開
墾
地
帯
を
見
学
す
る
こ
と

に
し
た
。
当
地
は
組
合
員
五
三

六
人
水
田
一
六
〇
加
畑
地
七
五

加
山
林
一
〇
〇
加
で
細
江
町
合

併
前
の
姿
で
あ
る
。
終
戦
後
青

表
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
で
も
青
表
、

の
年
収
は
五
、
○
○
○
万
円

と
い
う
。
其
の
後
経
済
の
移
行

に
伴
い
将
来
の
生
活
を
案
じ

県
、
町
村
の
強
力
な
る
指
導
の

も
と
に
最
近
果
樹
栽
培
に
踏
切

つ
た
と
の
事
で
あ
る
が
相
当
思

切
つ
た
開
墾
が
な
さ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
に
驚
く
．
畑
地
の
少
な

い
部
落
で
あ
り
附
近
の
山
岳
地

東
郷
村
議
会
経
済
部
委
員
長

　
　
　
　
　
．
畝
　
　
原

を
費
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る

が
此
の
外
に
組
合
員
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
努
力
と
手
配
化
の
熱

意
の
程
が
直
感
さ
れ
た
。

3
、
．
運
営
及
施
設

岡
三
さ
れ
た
土
地
は
そ
れ
ぞ
れ

グ
識
ー
プ
員
各
々
に
配
分
し
作

，
業
獄
す
べ
て
共
同
化
さ
れ
管
理

其
の
他
に
優
劣
の
な
い
様
に
努

力
し
づ
つ
あ
る
。

果
樹
栽
培
と
い
え
ば
灌
水
の
面

が
考
実
ち
れ
る
が
こ
の
地
は
幸

「
い
山
頂
に
水
源
が
あ
り
貯
水
槽

二
〇
〇
石
入
り
三
個
が
設
置
さ

れ
既
に
園
地
に
配
管
工
事
も
完

成
し
て
い
る
状
態
で
正
に
天
馬

の
地
と
自
称
さ
れ
て
い
た
。
其

の
他
暴
風
帯
施
設
等
に
つ
い
て

は
目
下
新
開
地
で
あ
り
県
役
場

農
協
等
の
指
導
者
の
指
示
に
従

い
完
成
し
つ
つ
あ
る
。

尚
資
金
の
面
は
大
部
分
を
国
の

金
融
機
関
及
農
飽
の
資
金
斡
旋

に
よ
る
施
策
が
な
さ
れ
五
年
一

十
五
年
に
償
還
す
る
様
な
っ
て

い
る
。

4
、
合
後
の
問
題

苗
木
は
主
と
し
て
系
統
の
統
一

を
強
力
に
推
進
し
其
の
た
め
に

は
母
樹
園
の
設
置
に
よ
り
優
良

品
種
の
苗
木
育
成
と
こ
れ
に
対

す
る
苗
木
生
産
者
の
協
力
が
必

要
で
あ
る
本
地
域
と
し
て
は
石

川
温
洲
杉
山
隔
心
に
統
一
す
る

土
地
分
割
を
廻
っ
て
上
畑
下
畑

等
の
簡
題
が
あ
る
が
将
来
に
生

き
る
在
り
方
は
分
割
を
抜
き
に

共
同
管
理
に
踏
切
り
併
託
共
同

販
売
に
つ
な
が
る
事
を
考
え
て

速

美

い
る
。

1
西
鹿
島
部
落
の
岩
崎
栄
氏
の

　
養
豚
経
営
に
つ
い
て

豊
橋
駅
か
ら
二
侯
線
に
乗
替
約

五
一
勧
の
地
点
に
西
鹿
島
駅
が

あ
る
こ
と
で
下
車
し
て
バ
ス
で

南
下
す
る
こ
と
約
十
五
分
、
浜

北
町
中
瀬
部
落
の
岩
崎
栄
誉
の

個
人
経
営
の
養
豚
状
況
を
窺
う

こ
と
に
し
た
。
此
の
地
帯
は
殆

ど
畑
地
帯
で
村
全
体
で
水
田
一

三
肋
し
か
な
い
畑
地
帯
と
し
て

は
最
略
条
件
の
良
い
部
落
で
あ

る
が
岩
崎
さ
ん
の
営
農
状
況
は
‘

水
田
は
一
つ
も
な
く
畑
作
一
本

で
一
、
〇
三
4
で
あ
る
。
其
の

内
訳
は
桑
田
五
三
σ
普
通
畑
五

〇
4
で
こ
の
耕
地
に
囲
ま
れ
た
．

中
央
に
住
宅
が
あ
か
農
耕
作
業

に
は
最
も
条
件
の
良
い
農
家
と

い
え
よ
う
。
主
作
と
し
て
永
年
．

作
物
の
桑
を
持
ち
年
閥
五
五
〇

吻
の
繭
を
取
り
二
〇
万
円
余
も

稼
ぎ
桑
田
間
作
と
普
通
畑
五
〇

σ
で
最
高
度
に
利
用
し
飼
料
確

保
に
工
場
呈
し
て
い
る
。
夏
作
は

甘
瞥
『
秋
冬
作
は
麦
、
手
妻
、

パ
レ
イ
シ
コ
、
鍛
騨
惣
露
顕
．
凸
を
作
｝
付

し
麦
は
占
○
σ
当
り
八
一
九
俵

の
収
穫
が
あ
り
食
糧
に
ど
つ
る

外
は
殆
ど
豚
の
飼
料
に
供
し
て

い
る
．

ζ
の
外
ピ
ニ
；
ル
ハ
ウ
ス
に
よ

る
野
菜
の
速
成
栽
培
或
は
ヨ
ク

制
裁
下
等
や
つ
て
い
る
が
相
当

の
収
入
を
掲
げ
て
い
る
様
で
あ

る
．夏

作
と
し
て
甘
蒲
を
主
体
と
し

て
い
る
が
晶
種
は
貯
蔵
に
き
く

山
林
一
号
を
作
り
一
〇
8
当
り

二
曳
三
〇
〇
吻
（
六
〇
〇
貫
）

程
度
を
収
穫
し
其
の
八
割
は
豚

飼
料
で
あ
る
。
甘
藷
の
値
高
い

時
期
に
関
西
方
面
に
出
荷
し
値

下
り
時
期
に
其
の
金
で
安
い
甘

藷
を
貿
入
れ
る
様
に
し
て
い
る

こ
と
は
大
量
の
甘
藷
の
収
穫
に

値
い
す
る
考
え
方
も
亦
面
白
い

飼
料
を
安
く
す
る
こ
と
が
今
後

の
養
豚
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

問
題
と
い
え
よ
う
。
家
族
は
六

人
で
家
働
労
力
は
三
、
五
人
置

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
実
に
多

角
的
な
経
営
が
な
さ
れ
て
い
る

様
窺
が
わ
れ
た
（
養
豚
、
養
蚕

養
鶏
、
競
菜
栽
培
、
其
の
他
）

忙
し
い
毎
甘
で
あ
る
が
日
曜
日

等
は
仕
事
を
休
み
家
族
揃
っ
て

だ
ん
ら
ん
の
一
日
を
過
す
と
い

う
新
時
代
の
恵
ま
れ
た
家
庭
で

あ
る
。

岩
崎
さ
ん
の
経
営
は
養
豚
に
主

軸
を
置
か
れ
豚
舎
も
母
家
に
接

近
し
て
設
置
さ
れ
作
薬
、
其
の

他
に
便
利
良
く
里
民
と
の
親
し

み
を
深
め
る
様
作
ら
れ
現
在
六

棟
二
一
室
の
豚
房
に
五
〇
頭
近

い
豚
が
飼
わ
れ
優
秀
な
パ
ク
シ

や
種
を
遊
び
飼
育
し
て
い
る
。

特
に
考
え
き
せ
ら
れ
た
事
は
一

部
の
豚
舎
を
時
期
的
に
養
蚕
に

も
使
え
る
様
に
工
夫
し
て
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
日
立
つ
。

環
在
の
計
画
と
し
て
は
全
力
を

あ
げ
て
養
豚
に
う
ち
ζ
み
繁
殖

豚
を
二
〇
頭
に
し
一
、
八
回
の

お
産
で
三
六
腹
仔
を
産
ま
せ
一

腹
平
均
八
頭
と
し
て
九
割
育
成
’

が
出
来
る
と
し
三
五
〇
頭
を
販

売
出
来
る
と
い
う
。
一
頭
の
仔

豚
五
、
○
○
○
円
と
し
て
も
一
」

二
五
万
円
あ
げ
る
勘
定
に
な
る

が
現
在
の
豚
舎
で
は
不
足
す
る

の
で
四
坪
豚
舎
三
室
一
棟
を
増

設
す
ゐ
計
画
で
あ
る
之
の
事
で

あ
る
。

飼
料
対
策
と
し
て
は
自
給
度
態

高
め
る
た
め
桑
園
を
広
巾
に
仕

立
間
作
と
し
て
飼
料
作
物
を
作

り
自
給
飼
料
の
増
加
に
努
め
六

〇
％
以
上
を
確
保
し
得
る
様
に

し
サ
イ
ロ
も
一
〇
基
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
在
は
自

給
、
購
入
飼
料
半
々
と
い
う
処

で
あ
る
。
尚
山
羊
を
三
頭
飼
っ

て
い
る
が
△
「
後
乳
牛
一
頭
に
切

替
え
其
の
乳
を
仔
豚
の
育
成
に

充
て
る
構
想
は
お
そ
ら
く
夢
で

は
い
と
思
わ
れ
た
。

農
機
具
と
し
て
は
脱
穀
機
、
エ

ン
シ
レ
ー
ジ
カ
ツ
ク
ー
発
動
機

電
動
機
各
々
一
、
其
の
他
自
転

車
、
リ
ヤ
カ
、
オ
ー
ト
バ
イ
等

利
用
さ
れ
て
い
る
。
ム
「
二
更
に

機
動
力
を
増
し
三
輪
車
を
入
れ

生
荒
、
殊
飯
石
飼
料
の
運
搬
に

使
用
し
労
力
を
省
く
こ
と
も
考

え
て
い
る
様
で
あ
る
。

岩
崎
さ
ん
は
常
に
飼
養
管
理
等

等
鋪
蕪
雑
欝

の
視
察
や
飼
料
の
検
討
等
行
い

所
得
倍
増
の
た
め
に
実
に
そ
つ

の
な
い
経
営
が
な
さ
れ
良
く
家

族
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

名
実
共
に
努
力
家
で
あ
り
農
業

経
営
所
得
の
七
〇
％
以
上
を
こ

の
豚
で
稼
ぐ
と
い
う
が
こ
の
人
・

の
年
間
の
農
業
所
得
は
二
〇
〇

万
円
以
上
と
推
定
さ
れ
た
。

先
進
地
覗
察
報
告
書
（
つ
づ
き
）

⇔

東
郷
村
議
会
教
育
厚
生
部
委
員
長

　
長
野
市
　
西
部
中
学
校

十
月
十
七
日
午
後
三
時
半
、
本

校
に
金
井
孝
校
長
を
訪
れ
説
明

を
受
け
た
。

イ
、
本
校
は
生
徒
八
○
○
名
、

一
八
学
級
、
校
長
以
下
二
七
名

で
移
動
教
室
制
を
と
っ
て
い
る

特
に
職
業
家
庭
に
お
い
て
、
男

子
は
工
学
分
野
、
女
子
の
家
庭

分
野
に
重
き
を
お
い
て
お
り
、

木
工
関
係
機
材
の
設
備
が
注
目

を
集
め
た
。

ロ
、
本
校
は
敷
地
、
四
、
一
三

二
坪
、
校
舎
（
鉄
筋
コ
ン
フ
リ

ー
ト
三
階
建
）
九
三
五
坪
、
体

育
館
（
八
○
○
人
収
容
）
二
三

二
坪

ハ
、
技
術
関
係
の
機
材
と
し
て

・
は
、
角
の
み
盤
、
昇
降
盤
，
（
丸

の
こ
）
、
自
動
か
ん
な
、
手
押

か
ん
な
各
一
台
（
こ
れ
ら
の
価

格
二
六
万
円
）
と
製
図
塗
装
関

係
の
機
材
及
石
油
発
動
機
一
〇

台
が
整
斉
さ
れ
て
い
る
．

二
、
職
家
教
室
に
は
ガ
ス
一
〇

電
気
カ
マ
ド
五
、
電
熱
及
石
油

コ
ン
ロ
、
六
指
用
台
秤
一
〇
、

新

等
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

ホ
、
校
内
図
書
館
に
は
収
容
力

九
九
人
、
図
書
数
一
人
当
り
九

冊
あ
り
、
こ
れ
は
文
部
省
の
基

準
一
人
当
り
五
冊
を
遙
か
に
上

廻
る
も
の
で
あ
る
。

へ
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
寄
生
虫
の
駆
除

年
三
回
実
施
、
虫
卵
保
有
者
が

一
八
％
以
下
で
あ
り
、
駆
虫
薬

は
被
保
護
家
庭
を
除
き
自
己
負

担
と
し
て
い
る
。

ト
、
そ
の
他
　
非
行
少
年
問
題

は
や
は
り
家
庭
環
境
の
よ
ぐ
な

い
と
こ
ろ
に
起
り
や
す
く
他
校

と
大
同
小
異
で
あ
る
。
生
徒
の

家
庭
を
職
桑
別
に
み
る
と
そ
の

大
部
分
が
会
社
員
、
公
務
員
、

商
業
で
農
業
は
儀
か
に
ク
ラ
ス

中
に
一
、
二
名
程
度
で
あ
る
。

以
上
先
遣
地
の
状
況
に
つ
い
・
て

短
時
日
に
直
接
見
聞
し
た
こ
と

．
を
簡
単
に
述
べ
ま
し
た
が
、

一
、
松
山
市
の
施
設
は
貧
困
者

の
福
祉
対
策
と
し
て
極
め
て
重

要
な
も
の
で
あ
る
か
本
村
と
は

．
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
異
に
し
て
い

名

識

る
関
係
上
貧
困
者
対
策
の
研
究

課
程
に
お
け
る
参
考
と
は
な
る
．

も
こ
れ
を
本
村
に
取
入
れ
る
こ

と
は
困
難
と
思
わ
れ
た
。

二
、
職
場
関
係
に
つ
い
て
は
中

小
企
業
を
必
ず
し
も
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
大
企
業
が
諸

種
の
労
働
条
件
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
こ
ど

で
あ
り
、
今
後
の
求
人
開
拓
に

当
っ
て
は
関
係
機
関
相
互
間
の

密
接
な
連
絡
の
も
と
に
更
に
格

段
の
配
慮
が
望
ま
し
い
。

然
し
各
人
の
職
業
選
択
の
自
由

と
そ
の
能
力
に
適
し
た
職
業
に

就
職
の
途
を
開
く
こ
と
が
基
本

条
件
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
。教

育
関
係
に
つ
い
て
は
長
野
県

が
修
学
旅
行
を
新
学
期
は
じ
め

に
実
施
レ
て
い
る
ζ
と
、
家
庭

訪
二
等
を
放
課
後
に
実
施
し
て

い
る
こ
と
、
小
学
校
の
授
粟
参

観
に
出
席
率
が
非
常
に
高
い
こ

と
、
教
職
員
の
割
切
っ
た
も
の

の
考
え
方
等
、
後
進
地
と
し
て

反
省
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
こ

れ
を
参
考
と
し
て
よ
り
一
口
教

育
の
進
展
に
努
む
べ
き
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

嚢
中
校
に
お
け
る
図
書
と
技
術

教
育
の
面
で
の
機
材
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
多
額
の
経
費
を
伴

今
月
は
固
定
資
産
税
三
期
の

納
期
で
す

納
期
日
は
十
二
月
二
十
五
日

・
ま
で
で
す

失
業
対
策
事
業
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
谷

本
年
も
後
僅
か
で
終
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
毎
年
困
ら
さ

れ
る
台
風
の
来
な
か
っ
た
こ
と

豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で

あ
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
は

村
の
方
で
失
業
し
て
い
た
私
達

に
仕
事
を
与
え
て
下
さ
っ
た
こ

と
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
存
じ
ま

す
。
家
族
を
か
か
え
、
収
入
の

道
が
少
く
毎
日
の
暮
し
に
苦
労

し
て
き
ま
し
た
が
、
失
業
対
策

事
業
が
始
め
ら
れ
て
か
ち
は
生

計
も
幾
ら
か
明
る
さ
を
と
り
も

r
ど
し
ま
し
た
。

七
月
に
こ
の
仕
事
が
始
め
ら
れ

て
大
谷
道
路
の
工
事
で
し
た
が

約
三
カ
月
間
こ
こ
で
三
十
二
名

の
人
と
共
に
一
生
懸
命
頑
張
り

十
月
の
末
に
役
場
の
予
定
通
．
り

に
立
派
に
工
事
を
終
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

馴
れ
な
い
私
達
を
指
導
さ
れ
た

亀
留
。
・
ロ
ロ
・
留
置
雷
＝
3
3
日
竃
雪
塁
自
●
・
駒
・
塁
●
塁
3
0
目
塁
霊
言
・
＝
o
．
．
■
o
葡
・
■
8
．
6
■
3
・
塁
3
一
器
0
0
富
■
田
田
3
霊
3
冒
■
鰯
詔
■
匿
ロ
昌
嘲
雷
旨
，
昌
卿
聖
旨
・
8
雷
＝
＝
3
働
昌
・
呂
口
．
弓
田
雷
．
一
■
一
■
＝
ロ
雷
－
雷
二
塁
塁
巳
．
隔
■
■
冒
塁
・
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＝
口
置
■
■
日
量
■
■
＝
詔
3
・
昌
一
＝
旨
＝
■
盟
■
■
ロ
＝
匿
。
．
置
＝
．
巳
5
，

一
4

．
，
」
噌

覗
臨
巴
竿
一

張

聾
輪
直
　
　
　
’
臨
、
醇
「
蟷
臣
隔
一
♂
，

嘘
’
隣
畜
望
護

」
　
　
　
　
－
～
　
．

㌃

噛P　　ら精　　伺　　，　　　　」　腰円己
レ　リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飼

う
も
の
で
は
あ
る
が
本
村
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

て
も
将
来
よ
く
検
討
の
上
、
逐

次
こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱

軍
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
羨
第
で
あ
掩
◇
霧
と
歴
史
に
輝
く
分
館
文
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
祭
、
総
合
文
化
祭
が
盛
大
に

　　

@　

@
い
て
　
　
鱒
％
た
こ
と
は
同
慶
に
堪
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
え
て
み
る
と
総
合
文
化

　
那
　
須
　
カ
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
は
十
三
回
、
分
館
文
化
祭
十

土
木
課
の
人
達
の
苦
労
も
大
変
回
を
数
え
た
。

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
谷
◇
そ
の
間
、
苦
し
い
事
も
あ
っ
・

の
工
事
で
自
信
を
得
ま
し
て
十
た
。
泣
き
た
い
よ
う
な
思
い
に

一
月
初
め
か
ら
着
工
し
た
深
瀬
沈
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
日
，

か
ら
坪
谷
え
抜
け
る
予
定
の
道
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
村
行
事
，
　
一
忌

無碍

雷
ﾞ
撰
継
継
縄
脱
騨
嬉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
心
に
村
人
た
ち
の
協
力
の
賜
一

良
く
世
間
で
は
失
対
人
夫
は
仕
で
あ
る
。
「
続
け
る
」
と
い
う
、
憲

事
を
し
な
い
等
と
い
わ
れ
て
居
こ
と
は
誠
に
困
難
な
こ
と
で
あ

劫
手
毬
籠
鐸
襲
業
難
瞳
勲
販
輩
　
’

上
す
べ
く
お
互
に
励
ま
し
合
つ
あ
る
こ
と
を
も
再
穂
並
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
る
。

て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
し
か
し
文
化
祭
の
在
り
方
に

艦
蕪
雑
ザ
講
融
解
堅
融
融
莇
請
鶏
．

㎞肋

�
Q
疑
鰐
犠
朧
醗
蹴
曝

書
ば
れ
、
親
し
ま
れ
る
失
対
人
意
見
を
御
教
示
い
た
だ
け
ば
宰

夫
で
あ
り
た
い
と
常
々
考
え
て
　
い
で
あ
る
。

翻
鯖
繋
諺
繊
謙
朧
轍
融
講
門

御
鞭
一
望
申
上
超
す
鰯
灘
諜
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
無
為
で
あ
っ
た
こ
と
に
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
携
じ
つ
つ
も
、
な
に
が
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
感
懐
も
あ
る
よ
う
だ
。
　
・
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
村
と
し
て
は
年
久
し
く
苦
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
の
ど
ん
底
に
あ
え
い
だ
東
郷
農
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
の
再
建
の
礎
が
う
ち
た
て
ら
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
役
嚇
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
場
庁
舎
の
新
築
も
成
り
村
人
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
の
指
標
と
し
て
頒
群
薄
も
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
て
ら
れ
て
、
村
史
に
か
が
や
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
か
し
い
一
頁
が
綴
ら
れ
た
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
す
べ
き
年
で
あ
る
。
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
◇
と
も
に
行
く
年
に
感
謝
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
さ
げ
、
来
る
年
に
大
き
な
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
を
い
だ
い
て
迎
え
る
こ
と
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
ま
で
も
枯
れ
て
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
野
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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